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Inter BEE 2026で「INTER BEE MoIP」を展開 

東名阪・幕張を結ぶ広域ネットワークで、リモート制作を実演 

35社以上が参画、クラウドでのMXL対応ソリューションも展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA：代表理事/会長 新野 隆 日本電気株式会社 取

締役 会長）が事務局を務めるMedia over IPコンソーシアムは、2026年 11月 18日(水)から

20日(金)まで幕張メッセで開催される「Inter BEE 2026」（主催：JEITA）において、特別企

画「INTER BEE MoIP」（通称：BEEMO）を展開することを発表しました。 

 

放送事業者、機器メーカー、ITベンダー、通信事業者など 35社以上が参画する本企画では、

東京・名古屋・大阪と幕張を結ぶネットワークを活用した制作実演と、クラウド上の制作ソリ

ューションの展示を行います。幕張メッセから各拠点の設備を操作し、拠点を越えたコンテン

ツ制作を実証するほか、クラウド上では参加企業のMXL（Media eXchange Layer）対応ソリ

ューションも展示します。 

 

放送・メディア分野では、IP化を基盤に、制作機能をソフトウェアとして柔軟に組み合わせ、

拠点を越えて設備を活用する動きが進んでいます。本企画では、放送事業者が機器の設定や制

作準備を行ったリモート制作環境での実演・操作体験と、参画企業各社による制作ソリューシ

ョンの展示を通じて、拠点を越えた設備活用やソフトウェア化がもたらす制作環境の変化を具

体的に示します。これにより、今後の設備更新や設備・人員の有効活用、持続可能な制作体制

の構築に向けた検討材料を提供します。 

 

また、これまでの「INTER BEE DX × IP PAVILION」を発展させた企画として、基調講

演とリレー技術セミナーも併せて実施します。 

 

＜主な展示・実証内容＞ 

① 相互接続を事前に検証した IP対応機器の展示 

ST 2110による映像・音声・付帯データの伝送、PTPによる時刻同期、NMOSによる機器の

発見・接続など、基本的な相互接続性を事前に検証した IP対応機器を展示します。新規参入メ

ーカーの製品や各社の新製品も取り上げ、IP化を検討する放送事業者などに、幅広い製品選定

の選択肢を紹介します。 

（INTER BEE MoIP 動態展示の概念図） 
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② 放送事業者が準備したリモート制作環境の実演・操作体験 

放送事業者が自ら機器の設定や制作準備を行ったリモート制作環境で、制作オペレーションの

実演と操作体験を行います。会場のリレー技術セミナーを撮影した映像を、遠隔地にある制作

拠点の設備で処理し、その制作工程を幕張メッセから操作します。来場者は、スイッチングや

音声調整などの制作工程を間近に見学し、複数拠点に分散した設備を活用するリモート制作を

実際に体験できます。 

 

③ 東京・名古屋・大阪・幕張を結ぶ広域ネットワークと制作ソリューション 

INTER BEE MoIPでは、参画企業が連携し、東京・名古屋・大阪と幕張メッセを結ぶ大規模

ネットワークを構築します。会場では、各社がオンプレミス環境とクラウド上に実装した制作

ソリューションを展示し、離れた拠点の設備を連携させる仕組みや、それぞれの環境で動作す

る制作システムを紹介します。 

 

特に、クラウド上では、制作機能のソフトウェア化に向けた取り組みとして、参加企業のMXL

対応ソリューションを展示します。MXLは、異なる制作ソフトウェア間で映像・音声などのデ

ータを共通の仕組みで受け渡すためのオープンソース技術です。専用ハードウェアに縛られる

ことなく、複数のソフトウェアを柔軟に組み合わせて制作機能を構成する、新たな制作環境の

可能性を示します。 

 

さらに、会場・各拠点・クラウド・通信回線を横断的に監視する統合監視の仕組みも展示しま

す。実際の監視画面を通じて、複数拠点にまたがるシステムで異常が発生した場合に、その発

生箇所をどのように把握・特定するかを紹介します。 

 

＜INTER BEE MoIP 基調講演＞ 

Media over IP最前線 ― 国内外の先行事例から見えてくる将来像 

 

海外の制作事業者の動向、世界陸上の取り組み、ケーブルテレビ局・回線事業者による MoIP

の活用、BEEMOのネットワーク構築などを紹介。国内外の実践事例をもとに、制作現場の変

化や課題、今後の制作環境について、パネルディスカッション形式で議論します。 

 

日時：2026年 11月 20日(金) 13時 00分～14時 30分 

会場：国際会議場 コンベンションホールA 

 

登壇予定者（敬称略）※講演内容・登壇者は変更となる場合があります。 

役割 氏名 所属 

モデレーター兼パネリスト 小貝 肇 ソニーマーケティング株式会社 

パネリスト 成田 玄 NEP Australia Pty Ltd 

パネリスト 水田 篤秀 株式会社 TBSテレビ 

パネリスト 吉田 勝好 スターキャット株式会社 

パネリスト 濱田 悟史 エイチ・シー・ネットワークス株式会社 
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INTER BEE MoIPでは、IP化・ソフトウェア化によって広がる制作環境を、実際に動くシ

ステムと操作体験を通じて紹介します。会場でこれからの放送制作を体感ください。 

 

＜INTER BEE MoIP 実施概要＞ 

会期：2026年 11月 18日(水)～20日(金) 

時間：18日・19日 10時 00分～17時 30分 ／ 20日 10時 00分～17時 00分 

会場：幕張メッセ 展示ホール 3（ブース番号：3401） 

主催：Media over IPコンソーシアム（https://moip.jp/） 

 

詳細は下記のWebサイトをご参照ください。 

https://www.inter-bee.com/ja/forvisitors/conference/moip/ 

 

 

  

【 Inter BEE 2026 公式Webサイト： https://www.inter-bee.com/ 】 

 

  名   称 ： Inter BEE 2026（インタービー 2026） 

    会   期 ： 2026年 11月 18日(水) ～ 11月 20日(金) 

    会   場 ： 幕張メッセ  

    入   場 ： 無料（全来場者登録入場制） 

    主   催 ： 一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA） 

 

最新情報および詳細は、公式Webサイトをご参照ください。 

 

 

 

【本件に関する企業関係者からのお問合せ先】 

 Media over IPコンソーシアム 事務局（一般社団法人電子情報技術産業協会 市場創生部） 

 Web：https://moip.jp/  E-mail：mediaoverip@jeita.or.jp 

 

https://moip.jp/
https://www.inter-bee.com/ja/forvisitors/conference/moip/
https://www.inter-bee.com/

